








3. 環境方針 

 
 

環境経営方針 
 

 有限会社 小山環境美化センターは、廃棄物収集運搬業を事業とし、その事業活動において関係

法令を遵守し、廃棄物の適正な収集運搬に努めると共に継続的な環境負荷の削減に取り組むことを

誓約します。 
 

１．環境保全活動を推進する為、環境活動評価プログラムに積極的に参加し、これを運用・維

持することに取り組みます。 
２．事業活動による環境負荷を的確にとらえ、技術的・経済的に可能な範囲で目標を立て環境

保全の改善に努めます。 
３．事業活動に係わる全ての業務に関して、以下の項目について重点的に取り組みます。 
① 業務車輌の燃料の消費低減 
② 事務所における省エネルギー・節水の推進 
③ 社会的な環境負荷削減に貢献する為に環境配慮型リサイクルの推進 

４．環境方針の周知及び全社員の環境意識の向上に努めます。 
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                      有限会社 小山環境美化センター 
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4．環境目標 
 

令和３年度から３年間の中期目標は以下のとおりである。 

  項     目 
（基準）令和2年

年度 
Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 

二酸化炭素 
電気使用量の削減（kwh） 

4540 4540 4540 4540 

排出抑制   ±3％ ±3％ ±3％ 

  
二酸化炭素排出量（㎏

-CO2) 
165745.92 165745.92 165745.92 165745.92 

廃棄物 
一般廃棄物 

再資源化の推進      

排出抑制 (リサイクル率) 100% 100% 100% 

水使用量の削減（㎥） 
94.1 93.2 92.2 91.3 

  -1％  -2％  -3％  

収集運搬車両の燃費向上 

 

4.59 4.59 4.59 4.59 

  ±3％ ±3％ ±3％ 

   

※当社はエンジンオイル、グリス以外の化学物質の使用はありません。 

※購入電力の排出係数は東京電力の 0.441 を使用した。 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 



 
 
5．環境活動計画 
 
 （１）目標を達成する為の取組 
   ①二酸化炭素排出量（省エネ・燃費向上に関する取組） 

アイドリングストップ運転実施。 
急発進・急加速運転防止の徹底。 
事務所内空調は適切な温度管理(事務所、暖房用灯油使用量の削減) 

 ②水使用量（節水の取組） 
トイレタンク内に 500ml のペットボトルを入れて節水する。 
洗車時に節水に努める。 
浴室のシャワー使用時、お湯の出し放しに注意して節水に努める。 

③廃棄物排出量（リサイクルに関する取組） 
ゴミ箱の種類ごとに分けて排出する。 
上記排出廃棄物についての数量の把握。 
使用済み用紙の裏面使用。 
社内記録等に関してペーパーレス化に取り組む。 

 （２）その他の取組 
    ①グリーン購入への取組 
     作業服・事務用品等のエコマーク商品の購入。 

規制基準適合車・バイオディーゼル車の導入。 
    ②地域・社会貢献活動の推進 
     道路清掃活動、不法投棄廃棄物の清掃活動。 
     契約先に対してエコアクション 21 への取り組みを表明。 
     同業他社への環境活動レポートの配布。  
    ③産業廃棄物収集運搬契約先に対するゴミ分別のお願い 
     分別より、資源ゴミとしてリサイクル可能なことを契約先にアピール。  

④令和元年、令和２年の燃料使用、のグラフを作成し掲示した  
⑤平成 28 年 3 月 24 日低排出ガス重量車、平成 21 年基準 NOx&PM１０％低減車導入。 
⑥平成 28 年 4 月 27 日低排出ガス重量車、平成 21 年基準 NOx&PM１０％低減車導入。 
⑦平成 30 年 6 月 11 日低排出ガス重量車、平成 27 年度燃費基準達成車導入 
⑧令和元年７月２２日低排出ガス重量車、平成 27 年度燃費基準 10％向上達成車導入 

教育・訓練の実施 
  エコアクション２１を適切に実施する為に、環境方針・環境目標及び必要な環境活動を全

従業員に周知、徹底する。 
  ①教育訓練を実施し、記録を残す。 
  ②エコアクション２１専用掲示板を取付ける。 



6. 環境目標の実績 
 
  項     目 令和２年度基準 令和 4 年度目標 令和 4 年度実績 差異 達成状況 

二酸化炭素 電気使用量の削減

（kwh） 

4540 4540  5773  +1233 未達成 

排出抑制   ±3％  +27.1%   

二酸化炭素排出量（㎏-CO2) 165745.92 165745.92 164104.49 -1641.43   

廃棄物 
一般廃棄物 

再資源化の推進       達成 

排出抑制 (リサイクル率) 100% 100% ±0   

水使用量の削減（㎥） 
94.1 92.2 87.6 -5.6 達成 

            -2%   -6％    

収集運搬車両の燃費向上 

4.59  4.59 4.65 -0.06   達成 

 ±3％  -1.3％ 

 
    

 

※購入電力の排出係数は東京電力の 0.530 を使用した。 

二酸化炭素排出量推移 

年 令和元年度 令和 2 年度  令和 3 年度  令和 4 年度 令和 5 年度 

二酸化炭素排出量

（ｋｇ－ＣＯ2） 
159588.43 166149.98  166935.31  164104.49  

 
7．環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 
 
 （１）当社における環境への負荷の低減・管理への評価 

 二酸化炭素排出量は、目標値に対し 0.9％削減できた、電気量は 27.1％も増加してしま

った。燃費は 1.3％向上した、水が-6%削減できた。 
廃棄物排出量については、前年とほぼ同様に維持できた。 

（２）環境マネジメントシステム導入の評価 
     法規制や環境配慮に関するチェック機能の強化等、導入により従業員の意識が向上し、

行動に反映され着実に成果を挙げている。 
（３）次年度の取組内容 
     水の使用量は昨年度にくらべ大幅に削減できたのでこのまま努力をしていきたい。電

気については削減に向け努力していきたい。また、廃棄物の削減及びグリーン購入のほ

うも引き続き取り組んでいきたい。燃費の方は近年低下傾向にあったが、昼休みのアイ

ドリングストップやアクセルの踏みすぎに注意してきた結果、久々に向上することが出

来た。それから、地域の清掃活動にも積極的に参加していきたい。 
 




